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今回は、東広島交通安全協会と東広島警察署主催

の「高齢者自転車の安全な乗り方教室」を訪問しま

した。東広島市の約３０名の高齢者の方が参加され，

東広島市のベテラン交通指導員さんが講師をされて

いました。高齢者の場合，自分自身の身体機能の正しい認識

とそれを踏まえた上での安全運転技能の習得が必要

であるということを教室を通して訴えておられまし

た。まず自転車に乗る前に，準備運動を兼ねて参加者

全員に足踏み等軽く体を動かしてもらい，通常の歩

行時に足が上がっているか，片足立ちでどのくらい

立っていられるか等，参加者自身で自分の身体機能

を確認してもらっていました。
また，自転車乗車時の安全確認の際，動きながら

では後方確認が難しいと感じられる場合は，無理を

せず止まって確認するようにとアドバイスをする等，

身体機能に応じた乗り方を指導されていました。

今回ご指導の指導員さんは，指導暦３８年の大ベ

テラン。歌あり，実践ありと，とても楽しい講習で，

教室の運営も，他の交通指導員の方々を統率されて

非常にスムーズに行われていました。

自転車自転車自転車自転車のののの安全安全安全安全なななな乗乗乗乗りりりり方方方方ののののポイントポイントポイントポイント
お知らせ１０月５日県庁にて，交通指

導員研修会を開催します。
詳細は，市町担当部署を通

してご連絡しますので，奮って
ご参加ください。

(第１回）

今回からは，交通安全教室等で使用する簡単な

教材の作成方法と活用方法を紹介します。

①準備するもの・ラップ又はアルミホイルの芯棒
・折り紙（カラーシート）赤・黄・青の三色

・セロファンテープ又は両面テープ

②作成要領・芯棒に三色の紙を貼る。
・紙の比率は，赤２，黄１，青１の割合

・補強のため，透明ビニールテープなどを貼る

（ラップを巻き付けてもよい。）

③活用要領棒の青の部分を下にして，棒の下で相手に掴

かむ準備をさせてから棒を離すタイミングを予

告することなく落とし，どの部分で掴めるかを

検証し，自分の反射神経がどの程度か認識させ

ます。青，黄部分で掴むことができた者はまずまず

の反射神経，赤の者には若干反射神経が鈍いこ

とを説明します。
青部分で掴むことができた者には，もう一度

挑戦させます。その際，相手に対し，話しかけ注意をそらせ

た時に棒を落とします。
結果が前回より悪くなる場合が多いので，意

識が他に向くと行動が遅れることを説明します。

※簡単に作成できますので，是非作って活用し
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秋秋秋秋のののの全国交通安全運動開始式全国交通安全運動開始式全国交通安全運動開始式全国交通安全運動開始式９９９９月月月月22221111日日日日（（（（火火火火））））午前午前午前午前９９９９時時時時００００0000分分分分からからからから広島県庁正面広場広島県庁正面広場広島県庁正面広場広島県庁正面広場（（（（雨天時雨天時雨天時雨天時はははは1111階階階階ロビーロビーロビーロビー））））ハンドボールチーム「メイプルレッズ」の選手のみなさんと街頭キャンペーンを実施 夕方や夜間になると，車の
運転者から歩行者が見えに

くくなり，重大事故が発生
しやすくなります。

自動車運転者から見て，
「反射材を着用している歩行者」

は「着用していない歩行者」
よりも２倍以上手前で発見

できます。反射材用品等を活用し，
自動車などに早めに

自分が道路上にいる
ことを知らせましょう。 ◎Ｈ２１年中の交通事故死者数１４２人のうち，歩行中は５１人（35.9％）◆５１人のうち●夜間 ３４人（66.6％）●早朝・薄暮 １５人（29.4％）●反射材等使用なし ５０人（98.0％）

夕
方

夕
方

夕
方

夕
方
やや やや
夜
間

夜
間

夜
間

夜
間
にに にに
歩歩 歩歩
く
と
き
は

く
と
き
は

く
と
き
は

く
と
き
は

※反射材の種類・大きさ・取り付け位置などによって異なるものの，約57ｍ以上の視認性が確保されています。


